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本書のコンセプト

　数年前のことです。ある年輩の女性から，こんな話をうかがいました。その

方が知人に，自分はジェンダーについて勉強していると言ったところ，「まだ

そんな古いことを言ってるの，ジェンダーなんてもう死語だよ」と嘲笑された

というのです。

　私が本書を書くことにしたのは，何よりも，そうした浅はかな考えでジェン

ダー論を退ける世間の風潮に抵抗したいと考えたからです。

　「ジェンダー」という言葉は，今日では主に人文社会科学の領域における一

種の学術用語として定着しています。けれどもその歴史は，女性や性的マイノ

リティによる解放運動と切っても切り離せません。「ジェンダー論」や「ジェ

ンダー学」と呼ばれている知的探究は，女性に対するさまざまな差別・抑圧・

暴力に抵抗する 19 世紀以来のフェミニズム運動とともに成長してきたのです。

20 世紀後半からは，さらに同性愛者やトランスジェンダーの人々による反差

別運動とも連携し，同時に緊張関係をも保ちながら，現在もなおその視野を広

げ，かつ深めつつあります。

　そのような学問が古びて役割を終えるとしたら，それは闘いの相手である差

別・抑圧・暴力が消え去ったときでしょう。それでは，いま現実の社会を見ま

わしたとき，本当にジェンダー論はその役目を終えたと言えるでしょうか。そ

れはもう「死語」として片づけるべきものになったのでしょうか。

　決してそうは言えないと──残念ながら──私は思います。私たちがともに

暮らしているこの現実の世界には，いまだに不当な性差別や性暴力がはびこっ

ていて，人々の生を息苦しいものにしています。ジェンダー論が取り組むべき

問題はまだまだたくさん残っているのです。

　それでは，具体的にはどのような問題があるのでしょうか。それらを解決す

るためには，どのような視点が必要なのでしょうか。本書は，こうした問いへ

の答えを，知的好奇心にあふれた読者のみなさんといっしょに探っていこうと
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する試みです。

ジェンダーという概念

　本文に入る前に，「ジェンダー」という耳慣れない言葉の基本的な意味を説

明しておきましょう。本書では，ジェンダーという概念を次のように定義する

ことから出発します。

　私たちは，さまざまな実践を通して，人間を女か男か（または，そのどちら
でもないか）に〈分類〉している。ジェンダーとは，そうした〈分類〉する
実践を支える社会的なルール（規範）のことである。

　これだけではまだ何のことかよくわからないと思いますので，この定義の核

をなす「〈分類〉する実践」という概念についてもう少し説明しておきましょ

う。このようなジェンダーの概念を設定することで具体的に何が見えてくるの

かについては本文にまかせることにします。いましばらく我慢しておつきあい

ください。

　〈分類〉と言うと，動物を種ごとに分類して図鑑をつくる，といった活動

──本書ではこうした人間的な諸活動に「実践」という言葉を充てます──が

思い浮かぶかもしれません。もちろんそれも「〈分類〉する実践」ではあるの

ですが，ここでのポイントは，〈分類〉とは頭の中で対象を並べるだけの作業

ではないということです。私たちがある対象を〈分類〉する仕方は，その対象

に対する感情や関わり方とも密接に結びついています。ごく身近なふるまいに

ついて思い浮かべてみてください。たとえば，あなたは同性の友人を飲みに誘

うことは気軽にできるのに，異性の友人に対してはそうはできない，といった

ことがありませんか（「全然そんなことないよ」という人は別の例を探してみてくだ

さい）。もしそうであるならば，そのときあなたは他人をその性別によって

〈分類〉しているのです。

　これは決してあなたという特定の人だけのふるまいではありません。友人と

してつきあうかどうか，恋人にしたいかどうか，社員として雇うかどうか，教

科書に偉人として取り上げるかどうか……こうしたさまざまな選択に際して，
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しばしば私たちは相手の性別，すなわち相手が女であるか男であるかを判断材

料にしています。性別は，私たち一人ひとりの生活や人間関係や社会的地位に，

要するに私たちの人生に，多大な影響を与える要因なのです。本書で言う〈分

類〉とは，このような影響のすべてを包含する概念であると理解してください。

　このような定義は，ジェンダーという概念の一般的な説明とはずいぶん違っ

たものに見えますので，これまですでに「ジェンダー」という言葉をタイトル

に掲げた本を読んだことがある方は，ちょっと戸惑われたかもしれません。一

般的には，「ジェンダー」は「社会的性差」と訳され，「生物学的性差」を意味

する「セックス」の対義語として，生育環境によって生じる性差（集団として

の男女の違い）を表すとされることが多いでしょう。しかし実際にはそうした

用法だけでなく，男らしさや女らしさのイメージや，男はこうあるべき・女は

こうあるべきという性別役割を意味したり，さらには最近では，単に性別を指

すのに「ジェンダー」という言葉が使われることも増えてきました。これらは，

よく考えてみるとそれぞれ少しずつ違う意味なのに，それにもかかわらず漠然

とすべてをジェンダーと呼ぶのでは，初心者（だけでなく，実は専門家も）は混

乱してしまいます。

　そこで本書では，これらさまざまな用法を枝葉と見て，それらを派生させる

樹の幹，あるいは根っこの部分をずばり指し示す定義を採用することにしたの

です。たとえば，男の方が女より平均的な筋肉量が多いという科学的認識も，

男は理性的で女は感情的といった単なる偏見も，男は家族を経済的に支えるべ

きもので女は家事・育児を引き受けるべきものといった性役割の観念も，いず

れも人間を男と女に〈分類〉する実践のバリエーションです。このポイントさ

え理解すれば，性別に関係するさまざまな種類の現象たちの間のつながりを，

よりすっきりと見通せるようになるでしょう（ただし，「ジェンダー」の多種多様

な用法がある程度定着してしまっている以上，本書でもそれらに従わざるをえない場合

があることは，あらかじめお断りしておきます）。

本書の特徴

　人間を男と女に〈分類〉する実践に着目するということは，すなわち性別と
いう現象そのものを一つの謎としてとらえるということです。「人間には男と
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女がいる」ということを自明の前提として置くのではなく，逆に考え方次第で

簡単にないことにできるようなものとして扱うのでもなく，〈「人間には男と女
がいる」という現実を，私たちはどのようにしてつくりあげているのか〉を問
い続けるということです。数多くのジェンダー論の本が出版されている中で，

本書の内容上の特色は，まさにこのような問いの構えを貫いている点にあるで

しょう。

　内容の難易度という点について言えば，本書はまったくの入門的テキストと

して書かれました。入門書であるとは，本書を読みこなすために，ジェンダー

をめぐる学問的言説についての予備知識は必要ないという意味です。専門用語

をいきなり十分な説明抜きに使うといったことはできる限り避けるよう意識し

ました。論理的にものを考える力とある程度の常識的知識，そして何よりもジ

ェンダーをめぐるさまざまな問題について知りたいという関心さえあれば，本

書を読み通すことができるはずです。もちろん書物とは無限の読者に開かれた

メディアですから，著者としては本書がすでにジェンダー論を深く学んできた

方をも唸らせる充実した内容であることを望みますが，しかし本書は誰よりも，

はじめて本気でジェンダー論を学ぼうとしている人たち
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

のための本にほかなり

ません。

　ただしそれは，内容のレベルが低いということではありません（と信じてい

ます）。大学の教科書ないし参考書として利用されることを想定したシリーズ

の一冊として，紙幅や構成に制約がある中で，高度な内容とわかりやすさを両

立させるために，本書では思い切って「広さ」や「バランス」といった側面を

断念し，むしろ「深さ」や「緻密さ」を重視することにしました。したがって，

本書で扱われるトピックの範囲は偏っていますが，その代わり，取り上げたト

ピックについてはかなりくわしく解説しています。また，理論的な内容を解説

する場合でも，なるべく具体的な事象に即した論述となるよう心がけました。

　したがって，本書は，何かわからないことや知らないことがあったときに開

いて調べる
4 4 4

ための本ではありません。装丁も含め，本書の佇まいはいかにも教

科書風ですが，むしろふつうの単行本や新書本と同じように，頭から尻尾まで

通して読む
4 4

ための本として書かれています。そのような本として，本書を授業

内で教科書として使うだけでなく，参考書や副読本として利用していただくこ
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とや，もちろん大学生以外のさまざまな年齢や職業の方々にも読んでいただけ

ることも期待しています。

　以上のような執筆・編集方針から，本書では体裁についても読みやすさを重

視し，学術書や学術論文のような注は付けないことにしました。当初は文献引

用もいっさい行なわないつもりでしたが，これはさすがに無理でした。数カ所

で他の文献から直接引用した場合には，その出典を示す文献注を本文中に織り

込んであります。それ以外は，他の文献を参考にした場合（間接引用）でも注

は付けず，章末の「読書案内」の中で出典を示しています。これは通常の学術

論文とは違うやり方ですので，学生のみなさんがレポートや卒業論文を書く際

には決して真似しないよう，ご注意ください。

　本書をみなさんが読み
4 4

，その内容に刺激されて考え
4 4

，また他の読者と議論
4 4

し，

さらには日々の生活に活かしていく──本書が，読者のみなさんのそんな「実

践」をささやかでもサポートできるなら，著者としてこれほど嬉しいことはあ

りません。

　なお本書の執筆にあたっては，有斐閣書籍編集部の松井智恵子さんに大変お

世話になりました。心より感謝いたします。

2017 年 3 月

 加藤 秀一
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1 　妊娠・出産する男性？
　トーマス・ビーティ（Thomas Beatie）さんという名前を聞いたことはありま

すか。知っている人は知っているはずですが（あたりまえ），一般的にはそれほ

ど有名ではないかもしれません。もしご存じない方は，ネットに上の名前を打

ち込んで検索してみてください。そのとき，まず画像をチェックしてほしいの

です。オシャレな感じに髭を生やした上半身裸の男性が，妊婦のように膨らん

だお腹に手のひらを当てている写真が見つかるはずです。

　妊婦のように太ってしまった男性？──そうではありません。かれは実際に

妊娠しているのです。ギネスブックにも「世界で最初に妊娠した男性」として

載っているというこのビーティさんは，しかし，ハワイのホノルルで生まれた

ときから 20 代前半までは女性として育ち，名前もトレイシーという女性的な

ものでした。その後，ホルモン療法や乳房切除手術などを受けて男性へと性別

変更した「トランス男性」（または「FtMトランスジェンダー」）なのです（トラン
スジェンダーについては，次章でくわしく説明します）。

　そういうわけで，これは生まれつきの男性が妊娠した，という話ではありま

せん。マンガの世界では「妊娠する男子」が増殖中ですし（たとえば，庄司創

『白馬のお嫁さん』），将来的には男性も妊娠できる技術が開発されるかもしれま

せんが，現時点ではまだ不可能です。ビーティさんのケースでは，もともと女

性の肉体をもっていたので妊娠・出産できたのです。

　そうだとしたら，何も驚くことはなさそう……ですが，やっぱり変だと感じ

る人もいるかもしれません。性別を変更して女から男になったというけれど，

トランス男性（FtMトランスジェンダー）　　性的マイノリティ（セクシュアル・マ
イノリティ）　　LGBT　　性分化　　性染色体　　インターセックス　　性別二元
制　　性別の自己決定権　　性自認（ジェンダー・アイデンティティ）　　アイデン
ティティ

K E Y W O R D SK E Y W O R D S
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妊娠や出産ができるなら，その人はやっぱり女なのではないか。肉体が女のま

まなのだから，性別を変更したことにならないのではないか，と。

　結局，ビーティさんは女性なのでしょうか，それとも男性なのでしょうか。

　いまここで慌ててこの問題に答えることは控えておきましょう。こうした議

論に決着をつける，少なくとも決着に至る見通しをひらくには，そもそも「性

別」とは何かという定義と，誰が女で誰が男か（あるいはどちらとも言えないか）

を分ける基準をはっきりさせておくことが必要だからです。それでは何を調べ

ればその答えがわかるのでしょうか。──本章と次章でこの問題に取り組んで

いきたいと思います。

2 　マイノリティとマジョリティ
　性に関連して，普通とされる男女のあり方から何らかの点で逸脱したとみな

される人々は「性的マイノリティ」（セクシュアル・マイノリティ）と呼ばれてい
ます。短縮形で「セクマイ」と言う当事者も多いようです。なお「マイノリテ

ィ」とは，社会的に差別されている少数者集団という意味ですが，単純に数が

少ないとも限らず，適切な日本語訳が見当たらないため，本書では「マイノリ

ティ」というカタカナ語のままにしておきます。

　性的マイノリティと似たような意味で使われる表現に「LGBT」──レズビ
アン，ゲイ，バイセクシュアル，トランスジェンダーという 4つの英単語の頭

文字を並べたもの──があります。国連のウェブサイトには，世界中で

LGBTの人々が差別を受けていること，そうした現状を改善するために国連

の人権機構がさまざまな活動を行なっていることが説明されています。このよ

うに「LGBT」という記号は，具体的にどういう人々を指すかが「性的マイノ

リティ」よりも明瞭なためか，公共的な反差別アピールなどによく登場する印

象があります。最近では，インターセックスを含めた「LGBTI」という表記

や，どんなカテゴリーにも当てはまらない人々を表す「クィア」（「変態」とい

う意味のQueer という言葉を当事者たちがあえて使っています）を入れた「LGB-

TIQ」という表記も広がりつつあります（なお，QはQuestioning の略号とされる
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こともあります）。

　さて，性的マイノリティとは「普通ではない」ことだと言うけれど，そもそ

も「普通」とはどういう状態を指すのでしょう。これこそが本章の，というよ

りも本書全体を貫く最大のテーマです。単に，性的マイノリティとはどういう

人たちを指すのかを知るだけではなく（それはもちろん大切なのですが），そのこ

とと並んで，「そもそも普通の女とか男とかとは何なのか」「なぜそれが普通だ

とされているのか」を深く理解することこそがジェンダー論の目標なのです。

　それでは私たちは，どういう基準で，普通の男女と普通ではない男女とを区

別しているのでしょうか。この問いは結局，私たちがそもそも男と女をどのよ

うに分類しているのかという問いに帰着します。性別とは，人間を「普通の

女」と「普通の男」に分類し，そしてそのどちらにも当てはまらない人々を例

外として切り捨てることにほかなりません。そこで，私たちが取り組むべき根

本的な問題は次のようになるでしょう。私たちは，何を基準として，人間を女

と男に分類しているのか。短く言うならば，性別の基準（あるいは理由）とは

何か。

　多くの人が素朴に信じている答えは，こんな感じではないでしょうか。──

人間は生まれつき肉体のつくりによって「男」か「女」かが決まっている。そ

れが性別ということである。……説明終わり。酷い人になると，「こんな明白

な事実がわからないなんて，ジェンダー論なんかやっている連中は頭がおかし

いんじゃないか」などと文句をつけはじめたりします。もちろんジェンダー論

はそんなことでうろたえたりしません。私たちは，性別と呼ばれる現象に関わ

るすべてを，根本から考えようとしているのです。その考察対象には，上記の

ようなありがちな答えでわかった気になっている人たちが本当のところ何を言

っているのか，という問題も含まれています。

　さて，性別は肉体で決まっているというのは本当でしょうか。たぶん読者の

多くが薄々気づいておられるように，これは修辞疑問です。つまり，「いや，

本当ではない」というのがその答えです。それは好みや思想の問題などではあ

りません。私たちの現実における性別という現象がどのようにして成り立って

いるかを事実に即して丁寧に考えるなら，そのように言うしかないのです。そ

れはいったい，どういうことでしょうか。
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　この問いに答えるために，以下ではまず，肉体における性別（とされている

もの）について最小限の事実を確認していくのと同時に，そのことと密接に結

びついた性的マイノリティの形態である「インターセックス」についても学ん

でいきたいと思います。

3 　性分化とインターセックス
性分化とは

　肉体上の性別とひとくちに言っても，どのような基準で男女を区別すべきか

がさっそく問題になるでしょう。受精卵から胎児期にかけてメス型とオス型の

肉体が分かれてくることを医学や生物学では「性分化」（Sex Development）と
呼びますが，「性＝性別」の定義＝基準がはっきりしなければ，何がどうなれ

ば性分化なのかさえわからないはずです。

　そこで生物学者たちが「性別」（セックス）をどう定義しているかを調べると，

ほぼ次のような共通見解があるようです。それは，卵（卵子）をつくる個体を

メス，精子をつくる個体をオスと呼ぶ，というものです。「有性生殖」という

活動への関わり方の違いが，メスとオスを区別する基準とされているのです。

これを「肉体上の性別」の基準とするならば，性分化とは，一つの受精卵が，

卵巣や子宮を発達させて妊娠・出産の機能をもつ肉体になるか，それとも精巣

を発達させてメスを妊娠させられる機能をもつ肉体になるかという二者択一の

プロセスを指すことになるでしょう。

　もう少しくわしく言えば，それは以下のようなプロセスです。卵の中に精子

が入り込むと，受精という現象が起こります。受精した卵はすぐに細胞分裂を

始め（この段階の細胞塊を「胚」と呼びます），その際にゲノム（遺伝子の全セット）

を含む染色体が減数分裂という複雑なメカニズムを経ながら，それぞれの細胞

の中に複製されていきます。

　この胚をメス型にするかオス型にするかというレシピは，受精卵ができる段

階ですでに遺伝子に書き込まれています。ヒトの全遺伝子を包含する染色体と

いう組織は 23 個のペア（つまり 46 本）をなしており，このうち 22 ペアは男女
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共通ですが，1組だけ男女で異なるパターンをなすペアがあり，それが「性染
色体」と呼ばれています。そのパターンは女性ならX染色体が 2つでXX，
男性ならX染色体とY染色体が 1つずつでXYというのが標準型です。男性

だけがY染色体をもっていることからうかがえるように，このY染色体の中

に胚の男性化を促す主要な遺伝子があると考えられています。

　とはいえ，この遺伝子のスイッチが入るのは受精後約 8週間経った頃なので，

それまでの胚や胎児をじっくり観察しても（性染色体そのものを調べない限り），

男女の形態的な違いは見つかりません。発生の初期においては，ヒトの「肉

体」（まだ人体らしいカタチにはなりきっていないわけですが）には性差はないので

す。性分化を司る遺伝子のスイッチが入り，肉体の男性化を促す各種ホルモン

の分泌が始まると，その効果によって，後に精巣（睾丸）やペニスになる器官

が発達しはじめ，そうでなければ，卵巣や子宮，またヴァギナになる器官が発

達しはじめます（このことから「ヒトの基本形は女性だ」といった言い方をする人も

いますが，筆者としては，どちらかを基本形，どちらかを派生形として意味づけること

がとくに有意義とは思えません）。もちろんこのことは肉体のつくり全体にも作用

し，骨格や筋肉の性差，さらに今日では，脳の構造や機能にも一定の影響を与

えると考えられています。

インターセックス／性分化疾患

　しかし，純粋に肉体のつくりという観点から見ると，性分化によってすべて

の人間がデジタルに「100 パーセントの女性」「100 パーセントの男性」という

両極に振り分けられるわけではありません。それらはいわば観念的な理想型で

あって，実際に生まれる人々の肉体のあり方は一人ひとり違います。性分化を

駆動する各種ホルモンの働きはきわめて複雑・精妙で，さらに母胎の側の働き

方も絡み，多様な個体差をもたらすのです。思春期に，自分の性器の形や大き

さ，また月経や精通の早い遅いを他人と比べて不安を抱いた経験のある読者も

少なくないと思いますが，実際に違いはあるのです。

　ただし，それでもほとんどの人は，フツーの女性・男性として世間に受け入

れられる許容範囲内に収まります。男子中高生によくあるように，自分のペニ

スが他人より小さいのではないかと悩んでも，たいていそれは平均値と比べて
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いくらか小さいかもしれないという程度の話にすぎません。けれども，男性な

のか女性なのかということ自体が問われるほど大きく逸脱した肉体の持ち主も，

少数ながら生まれてきます。そうした肉体の状態，またはその持ち主は「イン
ターセックス」と呼ばれてきました（かつては「半陰陽」や「間性」と訳されてき
ましたが，現在ではカタカナ語のまま使われることが多くなっています）。また近年，

この言葉のあいまいさを避け，性分化上のトラブルを要因とする肉体の状態で

あるということを明確に示すため，「性分化疾患」または「性分化異常症」
（DSD: Disorder of Sex Development の和訳）と呼ばれることが増えています。こ

こで「あいまい」と言ったのは，インターセックスという言葉が誤解され，ジ

ェンダー・アイデンティティにおける中間性，つまり「自分は男でも女でもな

い」という自己認識としてとらえられることがあるからです。確かにそういう

ケースもありますが，性分化異常があっても男性あるいは女性としてのアイデ

ンティティをもつ人の割合の方が多いというのが実情のようです。

　性分化疾患は「染色体，性腺，または解剖学的性が非定型である先天的状

態」と定義されています（日本小児内分泌学会）。「非定型」という文言からもう

かがえるように，インターセックス／性分化疾患とは，積極的にこういう状態

であると指し示せるようなものではありません。典型的な女性型または男性型

を基準として前提し，そこから逸脱した状態をすべてひっくるめてそのように

呼ぶしかないわけで，したがって一人ひとりの肉体的状態はさまざまです。当

事者および支援者の団体「日本インターセックス・イニシアティヴ」のウェブ

サイトには，クリトリスの肥大化，外見上の性別が性染色体上の性別とは逆，

尿道がペニスの先端ではなくて下側にある，外見が女性型だが膣を持たない，

性腺が睾丸もしくは卵巣に分化していない（もしくは両方を含む）……といった

具体例が挙げられています。

　最近では，六花チヨのマンガ『IS』やそのテレビドラマ版などによって，イ

ンターセックス／性分化疾患について以前よりは広く知られるようになったよ

うです。けれども，そんな人がいることさえ知らなかったという人の方がまだ

まだ多いのではないでしょうか。
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